
（別紙３）

○事業所名 ぽのテラス

○保護者評価実施期間 R8年　4月　24日 ～ R8年　5月　22日

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 20 （回答者数） 17

○従業者評価実施期間 R8年　4月　24日 ～ R8年　5月　22日

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5 （回答者数） 5

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　5月　25日

○ 分析結果

事業所の強み（※）だと思われること 
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

・アットホームな環境で、子供たちとスタッフが垣根なく安
心して過ごせる関係性を大事にしています。 
・地域の居場所として、子供たちの長期的な心の拠り所とな
れる場所として定着をはかれるようにします。 

・安全面を重視して定期的に施設の安全管理・見直しを行っ
ています。 
・衛生的な施設運営を心がけています。 
・子供達とって視覚情報が多すぎない（刺激過多とならな
い）環境作りを意識しています。 
・利用時間外でも子供たちが立ち寄れる（頼れる）、地域に
密着した施設となるよう日頃の関わりを意識しています。

・事業所では満たない部分を、地域資源を活用した取り組
みにも力を注いでいきたいです。 
・地域の児童デイ、学童クラブ、児童館等と交流を深め
て、子供たちが地域でより広がりをもって生活（育成）し
ていけるようにしたいです。

2

・子供の「楽しい」という思いを引き出しながら、専門的な
視点で療育・支援を行います。

・観察やアセスメントにより子供の状態を把握し、専門的な
知識をもって関わります。 
・支援を根拠とした活動や遊びの充実の為、計画性をもたせ
た事業所運営をおこなっています。 
・それぞれの子供の状態に応じた柔軟な対応を心がけてお
り、計画にこだわらない過ごし方にも配慮を行っています。

・時代と共に変化する情報と、子供たちの育ちの環境を常
にクローズアップして、変化に対応できる療育・支援を行
っていきます。 

3

・保護者さん、関係機関との連携による支援の充実を心がけ
ています。

・スタッフ間、保護者さん、関係機関で必要な情報を収集し
て、一人一人にとって最善の方法を見い出す支援を行ってい
ます。 
・定期的に親子行事を行い、程よい距離間で互いの理解を深
める働きかけをおこなっています。 
・保護者さん、関係機関（支援者）の勉強会を企画していま
す。

・保護者さんや学校等の関係機関と、今まで以上に密に連
携を行っていきたいです。

事業所の弱み（※）だと思われること 
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・小学生高学年の個別療育で、きめ細やかに課題にフォーカ
スした関わりが必要だと感じています。

・学校区や時間割により、そのようなゆとりの時間をもうけ
る事が難しいです。 
・集団遊びを好む傾向が高まっており、個別で分けての取り
組むことに拒否感を示す様子が見られる。

・早下校や祝日利用（長期休暇）の日に計画性をもたせて
実行できるように工夫が必要となります。 
・年齢（発達に）合わせた個別療育を行う為に、子供のニ
ーズを満たせるような工夫を行い、実現できるようにして
いきたいです。

2

3

事業所における自己評価総括表公表
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